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迫
　佐沼交通安全母の会（鈴木信

のぶ

子
こ

会長）が、夏の交通事故防
止運動「交通安全クールダウン作戦」を実施。夏は暑さで
ドライバーの集中力が欠け、居眠り運転などによる事故が
増加することから、冷たいおしぼりを配り、気を引き締め
てもらうことを目的に毎年開催しています。当日は雨上が
りで蒸し暑い中、母の会や佐沼警察署など15人が参加し、
赤信号で止まったドライバーへ「安全運転でお願いします」
と声をかけながら冷たいおしぼりを手渡しました。

登米
　交通死亡事故ゼロ 1500 日達成表彰が登

と

米
よま

総合支所で
開催され、寺池地区コミュニティ推進協議会（阿部さち子

こ

会長）へ市交通安全対策協議会と登米警察署長から褒状が
贈られました。褒状を授与した阿部会長は「交通死亡事故
は被害者の家族も加害者もつらい思いをするので、地域の
皆さんと協力しながら今後もゼロ日数を更新していきた
い」と述べました。死亡事故ゼロ 1500 日は、本年８月
９日に達成しました。

東和
　源氏ボタル交流館で「ホタルの里であそぼう！」が開催
されました。これは、栗原市鴬沢教育センターと青少年の
ためのあそびの探検隊（千葉淳

あつし

代表）の事業に、東和教育
事務所が初めて共催し開催。両市の小学生14人とジュニ
アリーダー４人が参加しました。初日はカレー作りやキャ
ンプファイヤー、２日目は沢遊びや野外でのパン焼き、流
しそうめん、スイカ割りなどをしました。児童は「沢でカ
ニや魚を捕まえて楽しかった」と笑顔で話していました。

中田
　中田地区５小学校６年生の交流合宿「八ん子かっぱ村」
が、国立花山青少年自然の家で開催されました。この事業
は中学校入学前の仲間づくりと小学校最後の夏休みの思い
出づくりを目的に毎年開催されており、今年は 124人が
参加し、沢登りやキャンドルサービスなどのグループ活動
をしました。参加した児童は「初めて体験した沢登りは雨
が降っていたけど楽しかった。たくさんの友だちができて、
中学校で再会するのが楽しみ」と話していました。

豊里
　「2015YOSAKOI ＆ねぷた in とよさと」が、陸前豊里
駅前通りを会場に開催されました。
　よさこい 44 団体 1200 人による総踊りでスタート。
よさこい各チームのこだわりある衣装と、躍動感あふれる
踊りで会場は、雨も吹き飛ばす熱気に包まれました。また、
観客は踊りに合わせ、手拍子を送り一緒に楽しみました。
　夜には、軽快なおはやしに合わせて、華麗で幻想的なね
ぷた13基が駅前通りを練り歩きました。

石越
　みやぎ登米農協石越支店米検査場前で「石越町ふれあい
朝市」が、午前 6時から開催されました。当日は野菜など
の生産者や町内の商店が参加。『さんこやセット（豆腐2丁・
油揚げ2枚・こんにゃく1枚）』、地元の野菜、旬の果物、
漬物、餅の加工品や花などのお盆用品を求めて約 800人
が買い物に訪れました。先着 100人には、石越産大豆を
使用した納豆のプレゼントや、かき氷の無料サービスもあ
り、子どもからお年寄りまで買い物を楽しんでいました。

津山
　横山地区の夏の風物詩「横山コミュニティ盆踊り大会」
が津山公民館駐車場で開催されました。
　当日は、時折小雨が降る天候にも関わらず、地区住民や
帰省客などがたくさん集まり、やぐらの周りで盆踊りを楽
しみました。
　また、踊りの合間には、子どもはラムネ、大人はビール
の早飲み大会や豪華景品が当たる抽選会も行われ、会場は
大きな歓声に包まれていました。

米山
　大うちわと風追いはやしで二百十日と二百二十日の風を
追い払い、秋の大豊作をもたらすという「風追い祭り」は、
約 300 年前から、西野米岡地区に伝わる伝統行事です。
今年の当番町は中町行政区。
　山車には今年の干支である『未

ひつじ

』をモチーフにした見事な
飾り物。はやし車にはこの日のために練習に練習を重ねた
子どもたち。稲穂が黄色く色づき始めた町内に鳴り響く涼
やかなおはやしが、秋の訪れを知らせてくれました。

南方
　南方地区３小学校６年生の交流を図り、自主性・協調性・
リーダーシップなどを養うことを目的に「大嶽山キャンプ
村2015」が大嶽山交流広場で開催されました。この事業
は、旧町時代から 30年以上続いており、今年は児童 42
人が参加しました。野外炊飯、キャンプファイヤー、ジュ
ニアリーダーとのダンス、レクリエーションゲーム、竹細
工や興福寺の嶽内住職の講話など、盛りだくさんの内容で
夏の楽しい思い出となりました。
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